
【大学提案】専修大学
未来を担う子どもたちへの食品寄贈

日々の食事を満足に得ることの出来ない子どもたちがいる一方で、やむなく捨て
られる食品がある現状から、未来を担う大切なこどもたちへの支援を基準にし、安
心して寄贈できる支援組織同士のネットワークと仕組みづくりを行う。

（事業期間3年間）
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 官民連携により、都内全体の取組の最適化を図ることで、安心安全な食品寄贈を可能にす
る中間支援組織と物流ネットワークを中心とする仕組みづくりが可能となる。

○実態把握と専門家派遣による調査に基づく仕組みづくり（寄贈を受ける側）

• フードバンクや子ども食堂に関するアンケート調査・ヒアリング調査、官民連携による
食品寄贈に関する認証機関の立ち上げの検討、安全、安心な食品寄贈の実現に向けた物
流ネットワークの構築に向けた専門家派遣等

○食品企業、自治体、関係者等への食品寄贈に関する機運醸成（寄贈する側）

• 食品寄贈に関するガイドライン策定、食品企業への食品寄贈に関する機運醸成に向けた
アクションリサーチ、食育プログラム等を通じた自治体、子どもの福祉関係者、消費者
の理解促進

事業実施による効果事業実施による効果

事業内容の詳細事業内容の詳細

2



2023（R.5）年度の事業計画
1. 事業は専修大学（渡辺達朗 研究室）と、食品ロス削減問題に知見と実績があり、食
品産業関係者・行政・専門家との強力なネットワークを有するサステナブルフード
チェーン協議会（SFA）との緊密な連携のもとで実施

2. アンケート調査と専門家派遣によるヒアリング調査をつうじた実態把握
①プレ調査を都内の代表的なフードバンク、子ども食堂、社会福祉協議会（各１件
程度）に対して実施し、問題状況をある程度把握したうえで調査項目と集計・分
析計画を立案

②本調査として、東京都内のフードバンク、子ども食堂、社会福祉協議会に対する
アンケート調査を実施

③同上に対する専門家派遣によるヒアリング調査をつうじた問題状況把握
3. 食品寄贈に関するガイドライン策定
① サステナブルフードチェーン協議会（SFA）において、会員企業とともに検討し
てきた食品寄贈ガイドラインの原案に基づき、より広範囲の民間企業・団体、国
の関係省庁、庁内の福祉・食品衛生等の部局と検討・協議し実施の道を探る

② 東京都食品ロス削減パートナーシップ会議との連携体制を確立し、より具体的な
レベルで内容と実施の方策について検討する
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こどもスマイリングプロジェクト

一般社団法人サステイナブルフードチェーン協議会（SFA）

2019年9月設立・２０２０年１月登記

3
つ
の
取
組

3
つ
の
取
組

技術的な問題解決 × 適応課題の解決

食の不均衡解消 × 余剰食品の取り扱い

ドギーバッグの普及 × 消費者の自己責任

フードサプライチェーンの最適化

再流通・寄贈

持ち帰りの促進

食のサステナビリティに関して連携で取り組む
プロジェクト（案）

2030年

2021年〜

食品ロス4削減など１社だけでは取り組むことが難しいフードサプラチェーンに
おけるサステナビリティの課題について、緩やかなネットワークでつながった有識
者と企業が解決策を検証していくコンソーシアム

実証や連携した広報普及活動などを実施 より広くSDGs・ESGの取組を社会に根付かせ、
12.3食品ロス半減に寄与

→オンラインコミュニティ形成・こども食堂への食育プログラム
食品寄贈に関するガイドライン検討

→ドギーバッグコンテスト

→今後実証を検討
プラスチックの２Rに関する勉強会

ハニービーズコミュニティ（ハニコミ）

2020年〜
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株式会社セブン-イレブン・ジャパン 様 国分グループ本社株式会社 様

株式会社ローソン 様 ワタミ株式会社 様

株式会社カスミ 様

株式会社オズマピーアール 様

正会員

賛助会員

公益財団法人 流通経済研究所 様

個人会員

若山 哲史 弁護士

パートナー

株式会社エックス都市研究所 様

滝沢 秀一（マシンガンズ滝沢）氏

BOTEJYU Groupホール
ディングス株式会社 様

フォリクラッセ 様

理事等 百瀬 則子
ワタミ株式会社 執行役員
SDGs推進本部 本部長
一般社団法人中部SDGs推進センター
副代表理事

市川 芳明

多摩大学
ルール形成戦略研究所
客員教授

渡辺 達朗

専修大学商学部
教授

小林 富雄

昭和女子大学
家政経済学科教授

小濵 裕正名誉理事

株式会社カスミ

【会長】 【会計】【事務局】 5


